
八や

坂さ
か

法は
ふ

観く
わ
ん

寺じ

は
上じ
や

宮う
ぐ

太う
た

子い
し

の
草
創
な
り
、
古
は
楼
門
伽
藍
鎮
守
等
厳
重
た
り
、
破は

壊え

年と
し

経
て
今
纔
に
残
る
。

五
重
塔
一
基
、
本
尊
は
〔
大
日
、
釈
迦
、
阿
■し
く

、
宝
勝
〕
東
の
か
た
に
太
子
堂
あ
り
、
北
の
か
た
の
小
堂
に
は
薬
師
如
来
、
辨
財
天
、
歓
喜

天
を
安
置
す
。
む
か
し
浄
蔵
貴
所
此
寺
に
住
す
、
あ
る
と
き
塔
大
い
に
傾
く
、
浄
蔵
塔
前
に
坐
し
て
持
念
す
、
朝
に
こ
れ
を
見
る
に
塔
直
に

し
て
元
の
如
し
。〔
元
亨
釈
書
の
意
を
と
る
〕


